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9月11日～10月10日

　
堀
之
内

　
　
山
岸
巳
之
政
さ
ん

　
今
で
は
日
本
の
総
理
大
臣
と

な
っ
た
竹
下
代
議
士
で
す
が
、

十
三
年
前
に
十
日
町
市
に
来
た

と
き
代
議
士
を
囲
ん
で
撮
っ
た

写
真
で
す
。
当
時
は
建
設
大
臣

で
し
た
。

　
こ
の
時
か
ら
、
将
来
の
総
理

大
臣
と
し
て
う
わ
さ
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
非
常
に
小
柄
で
気
さ
く
な
人

で
し
た
。

　
わ
た
し
の
十
六
年
間
の
議
員

生
活
の
中
で
、
一
番
思
い
出
と

な
る
一
枚
の
写
真
で
す
。
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■三種混合　第1期（2回目）S60．9．1～61．8．31

　9月28日／14：00～15：00／総合センター／村内全域

■妊婦検診

　9月27日／13：30～14：00／上村病院

■母親学級

　9月27日／12：45～13：00／上村病院／産褥と赤ちゃんの保育

6乳児検診（S62。10．1～63．4．1生）

10月7日／13：00～14：00／保健センター

対象者に通知

■胃ガン検診

　9月12、13、14日　対象者に通知

鱈村民検診事後指導会

　9月14、16、17、19、20、21、22日

■糖尿病検診

　9月29、30日　対象者に通知

⑭（日）
休日救急医（津南病院a65－3161）

12（月）
胃ガン検診％～％

⑭㈲
敬老の日

休日救急医（山口医院費52－2174）

老人福祉大会（P3参照）

16働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一）移動図書館（重地、下山、田代
12：00～13：35）陶芸教室（総合センター19：30～21：30）

17（十）
中里村スポーツ少年団結成式（田沢地区体育館13：00～）

⑱（日）
休日救急医（庭野医院a52－2711）

19（月）
移動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05）

社会教育短期大学（総合センター19：30～21：30）

20（火）
農家相談日（中里村役場農業委員会8：30～17：00）

木版百教室（総合センター19：30～21：30）

⑳㈹
秋分の日

休日救急医（大坪医院費57－6100）

⑳（日）
休日救急医（中条病院費57－3018）

小松原ハイキング（P10参照）

29休）
糖尿病検診（右参照〉

30㈹
心配ごと、行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員樋口永蔵．山田正平）糖尿病検診、移動図書館
（重地、下山、田代12＝00～13：35）

努d二）
住宅統計調査日

②（日）
休日救急医（上村病院費63－2111）

3（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

移動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05）

7㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一）

乳児検診（右参照）

⑨（日）
休日救急医（津南病院a65－3161）

10（月）
体青の日

休日救急医（大島医院費52－2581）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
今
年
で
十
三
回
目
に
な
る
上

山
の
秋
祭
り
演
芸
大
会
の
一
コ

マ
で
す
。
こ
の
日
の
た
め
に
毎

晩
練
習
し
て
き
た
出
し
物
を
、

神
社
の
境
内
い
っ
ぱ
い
に
埋
っ

た
観
客
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

だ
れ
だ
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
仮

装
し
た
人
た
ち
が
次
々
と
舞
台

に
立
ち
ま
す
。
稲
刈
り
前
の
一

時
を
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

64年度十日町地域消防職員採用のご案内

！2

■採用職種及び採用人員　消防士　若干名

■受験資格①高校卒業者（64年3月卒業予定者

　　含む）で昭和41年4月2日以降に生れた男子。

　②身長160cm以上、視力両眼で0．8以上また一

　　眼の場合それぞれ0．5以上（矯正視力可）で色

　　神正常、その他身体強健で体質上欠陥のない

行

繊

羅

群

〆
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、たちの村の：
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　　　おもな内容
2～3べ一ジ老人特集
4～5べ一ジ成人式、高津倉山に．℃、

　　　　　第2のスキー場，、鑓
　　6べ一ジ新座市との交流．
　　7べづ万一の火災に備罎繊
8～9べ一ジみんなのひろぽ1　「讐

10～11べ一ジお知らせ　　　．　　簿

　　12べ一ジ行事予定表お忘れな＜

9－8■編集発行／中里村役場

、
ド
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村内一の老夫婦、高道山の渡辺孫正さん（86歳）

　　　　　　　　　　　　　サダさん（87歳）

老人人ロ比の推移（65歳以上）　新潟県

　　　　中里ホ寸b．4レ・7B・4レツ

　　　　　　　13・4　12．8’ヅ！／’鳶・6
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剛
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晒
霧

同圏

㎜
　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
し
、
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
㎜

㎜
　
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
長
年
社
会
の
た
め
に
尽
し
て
㎜

㎜
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
い
、
そ
の
長
寿
を
祝
う
と
共
に
、
国
民
み
㎜

㎜
ん
な
が
老
人
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
だ
れ
も
が
㎜

㎜
迎
え
る
老
後
の
幸
せ
の
た
め
、
み
ん
な
の
カ
で
老
人
福
祉
対
策
の
㎜

㎜
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
当
村
の
高
㎜

㎜
齢
化
の
実
態
や
村
で
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
㎜

　
右
の
グ
ラ
フ
を
じ
っ
く
り
ご
覧
下

さ
い
。
上
の
表
は
、
当
村
の
年
齢
別

人
口
の
推
移
で
す
。
昭
和
三
十
五
年

に
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、
O
～

十
九
歳
の
人
口
の
五
分
の
一
で
し
た

が
、
今
で
は
○
ー
十
九
歳
の
減
少
に

反
比
例
す
る
か
た
ち
で
、
六
十
五
歳

以
上
の
入
口
は
増
加
し
、
そ
の
数
も

同
じ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
の
表
は
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
人
口
の
推
移
で
す
。
現
在
当

ゲ
ー
鰯
灘
毒
ル
が

　
　
何
煮
遡
の
礫
し
み

　
五
年
前
か
ら
始
め
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽
し
み

で
、
週
二
回
、
仲
間
と
お
寺
の
境
内

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
で
も
選
手

と
し
て
各
大
会
に
出
場
し
、
二
回
ほ

ど
優
勝
し
ま
し
た
。
自
慢
で
は
な
い

け
れ
ど
、
こ
の
年
に
な
っ
て
や
っ
て

小山サエさん
　（田沢　93歳）

村
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
約

一
千
二
百
五
十
人
い
ま
す
。
村
民
百

人
の
う
ち
十
八
人
が
そ
の
人
た
ち
で

す
。
高
齢
化
が
県
平
均
よ
咳
十
年
、

全
国
平
均
よ
り
二
十
年
も
早
く
進
ん

で
い
ま
す
。

脚
鳩
触
肌
老
人
が
8
6
人
も

　
し
か
し
、
お
年
よ
り
の
中
に
「
身

よ
り
が
な
い
」
　
「
息
子
夫
婦
と
う
ま

い
る
人
は
い
な
い
み
た
い
で
す
ね
。

　
わ
た
し
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
な
せ
い
か
、
医
者
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
か
ら
晩
ま

で
家
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
。

　
ば
あ
毒
ん
を
欝
護
し
て

　
　
　
1
7
年
に
な
り
ま
す

　
ば
あ
さ
ん
が
半
身
不
随
に
な
っ
て

か
ら
も
う
十
七
年
。
そ
の
間
、
い
つ

も
そ
ば
に
い
て
身
の
回
り
の
世
話
を

し
て
き
ま
し
た
よ
。
ば
あ
さ
ん
の
世

話
を
し
て
み
て
初
め
て
女
性
の
有
り

難
み
が
わ
か
り
ま
し
た
ね
。

　
回
り
の
人
か
ら
、
夫
婦
で
温
泉
に

行
っ
て
き
た
話
な
ど
聞
く
と
、
最
初

く
い
か
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
一

人
で
暮
さ
れ
て
い
る
人
が
四
十
二
人
、

寝
た
き
り
の
生
活
を
さ
れ
て
い
る
人

が
四
十
四
人
も
い
ま
す
。

　
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

お
年
寄
り
の
中
に
も
、
こ
の
よ
う
に

孤
独
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
、
寝

た
き
り
の
人
な
ど
不
幸
な
お
年
寄
り

が
沢
山
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り

の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、
幸
せ
な

老
後
を
送
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
ろ

い
ろ
な
福
祉
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
こ
の
老
人
福
祉
週
間
を
機
会

に
、
お
年
寄
り
を
取
り
ま
く
問
題
を

み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　　　　／、

井之川茂雄さん

　（山崎　75歳）

』

は
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
わ
た
し
は
、
一
日
中
ば
あ
さ
ん
の

そ
ば
に
い
ら
れ
る
か
ら
幸
せ
だ
よ
。

　
世
話
の
合
間
を
み
て
趣
味
の
油
絵

を
描
く
の
が
唯
一
の
楽
し
み
で
す
。

一膨

長ノ寿ノ番ノ付ン俵

〈女性〉〈男性〉

氏　　名 集落 年齢 氏　　名 集落 年齢

樋口　幸平 荒　屋 95 横綱 富井　スイ 市之越 104

高橋　門吉 宮　中 94 大関 樋ロ　ヨシ 小　原 99

鈴木　孝義 重　地 93 関脇 小林　田鶴 田　中 96

富井　清作 市之越 93 小結 南雲　チユ 堀之内 94

樋口　利一 田　中 92 前頭1吉楽　ヨシ 宮　中 94

松崎　輝治 小　原 92 〃　2 広田　ヤス 小　原 93

上原　貞策 上　山 92 〃　3 小山　サエ 田　沢 93

南雲　喜平 本屋敷 91 〃4 渡辺　　トメ 山　崎 93

村山　義平 田　沢 90 〃　5 服部　ワカ 田　沢 93

　山田甚三郎
＼

清田山 90 ”6 鈴木　ミネ 重　地 91

　ノ

健
康
の
う
ち
は

　
　
　
働
こ
う
と
思
う
ね

　
健
康
で
あ
る
う
ち
は
働
こ
う
と
思

い
、
二
年
前
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
加
入
し
ま
し
た
。
今
は
、
如
来

寺
に
あ
る
土
建
屋
で
若
い
者
と
一
緒

に
働
い
て
い
る
よ
。
わ
た
し
の
健
康

法
の
ひ
と
つ
自
転
車
で
毎
日
通
っ
て

い
ま
す
。
大
勢
の
中
に
入
っ
て
仕
事

す
る
の
は
楽
し
い
ね
。
気
も
若
く
な

る
し
、
何
せ
ボ
ケ
防
止
に
な
る
よ
。

　
「
疲
れ
ね
か
い
」
と
聞
か
れ
る
が
、

帰
っ
て
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
を
や
る
と

疲
れ
な
ん
か
飛
ん
で
し
ま
う
ね
。太島栄英さん

（白羽毛　76歳）

　
老
人
ク
ラ
ブ

　
六
十
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま

す
。
村
内
に
は
、
現
在
十
五
タ
ラ
ブ
、

一
千
百
七
十
四
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　
タ
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
ヂ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
芸

能
大
会
、
旅
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
お
近
く
の
ク
ラ
ブ
ヘ
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
健
康
な

人
が
会
員
に
な
れ
ま
す
。
屋
内
、
屋

外
と
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
村
内
で
九
百
七
十
一
人
が
会

員
に
な
り
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を

地
域
社
会
に
生
か
し
て
し
ま
す
。
年

会
費
五
百
円
。
希
望
者
は
十
日
町
地

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
中
里
事

務
所
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
盈
6
3

－
2
5
2
0
）
へ
。

　
高
齢
者
講
座

　
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
毎
月
一
回
、
手
芸
、
盆
栽
、

踊
り
、
い
け
花
、
書
道
、
囲
碁
、
将

棋
と
趣
味
の
講
座
や
学
習
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
村
公
民

館
（
麿
6
3
－
2
4
9
3
）
へ
。

　
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人

や
一
人
暮
し
老
人
を
定
期
的
に
訪
問

し
、
身
の
回
り
の
世
話
を
し
ま
す
。

　
利
用
者
負
担
が
若
干
あ
り
ま
す
。

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
寝
た

き
り
に
な
り
、
家
庭
で
の
入
浴
が
困

難
な
場
合
、
「
恵
福
園
」
を
通
じ
て
入

浴
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
利

用
者
負
担
は
一
回
八
百
二
十
円
で
す
。

　
ね
た
き
り
老
人
に

　
　
　
　
　
日
常
生
活
用
具
貸
与

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た

き
り
老
人
に
、
寝
台
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、

体
位
変
換
器
を
貸
与
し
ま
す
。

　
ね
た
き
り
老
人
に

　
　
　
　
　
　
見
舞
金
を
支
給

　
六
ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
の
六
十
五

歳
以
上
の
人
に
、
月
額
三
千
円
の
見

舞
金
が
支
金
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
人
は
、

役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

第9回老人福祉大会のご案内

●日　時　9月15日（敬老の日）

　　　　　午前10時～午後2時

●場　所　中里中学校体育館

●参加資格者　村民で大正7年3月

　　　　　　31日以前に生れた人
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、
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、
鰻
、
・
．

－
、
ノ

大

泌、灘

、
縫
．

もでま

γ

式が、8月16臼村総禽セ

0人の合計119

もあり思い思

と会い、あち

’嚢

1泰仁さん（本

く精神的に1も

らない」と決

　お盆燈例となっだ成人式が、8月

ンタ塑で行わ職まし薦◎

　今年の成入式対象書は錫59人、女6

人で、当副3：72人が真夏ということ

いの軽装拙席、久し熾りに友だち

こちで歓声をよげていまし楚。

　また、式典の中で成人代表の井ノ∫1

屋敷）は、「表向きだけの大人ではな

しっかりし薦大人にならなけれぱな

意を述ぺました。

’今月魯では、当B出席した中塵村

若番たちを零真で紹介します．

当B出席した中塵村の明臼を挺う
で紹介します．
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＼
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＼
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ロ
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．

励
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／
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＼
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ノ
ベ
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第三セクターで建設

　
中
里
村
と
湯
沢
町
に
ま
た
が

る
高
津
倉
山
（
標
高
一
、
一
八

一
m
）
に
第
三
セ
タ
タ
ー
方
式

で
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
「
上

信
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式

会
社
」
の
設
立
総
会
が
、
八
月

二
十
三
日
湯
沢
町
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
に
入
っ
て
J

R
東
日
本
か
ら
ス
キ
ー
場
を
開

発
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

た
い
と
村
に
申
し
入
れ
が
あ
り

準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
総
会
に
は
、
J
R
東
日
本
社

長
、
湯
沢
町
長
、
中
里
村
助
役

な
ど
関
係
者
が
出
席
。
新
会
社

名
や
定
款
を
承
認
し
た
後
、
山

岡
通
太
郎
J
R
東
日
本
顧
問
を

代
表
取
締
役
社
長
に
、
ま
た
、

両
町
村
長
も
取
締
役
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
会
社
は
、
J
R
東
日
本
、

翔
購
費

、
鮮
、
「
〆

・
、
蹴
、

ち立旅の歳20

つい
、

をElのこ

購
、

劔
糠、ぎ　寮

蝋

“
一
｝
、

〆

～
～

》認ウ

〆⑰　、

葦
認

謙

．
鞭

誓ラ

溢繕

・
　
　
風

’煎

［
う
鞍
践

驚灘鞭

o

㎏
継

湯
沢
町
、
中
里
村
で
出
資
し
合

い
設
立
し
た
も
の
で
、
資
本
金

二
億
円
。
そ
の
う
ち
J
R
東
日

本
が
一
億
八
千
万
円
、
湯
沢
町

が
一
千
八
百
万
円
、
中
里
村
が

二
百
万
円
で
す
。

　
計
画
で
は
、
湯
沢
駅
近
く
の

新
幹
線
保
守
基
地
に
新
幹
線
の

乗
り
入
れ
を
検
討
し
、
高
津
倉

山
を
首
都
圏
と
直
結
し
た
ス
キ

ー
場
と
し
て
開
発
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
総
工
費
約
百
億

円
で
、
リ
フ
ト
十
二
基
、
ロ
レ

プ
ウ
ェ
イ
一
基
、
レ
ス
ト
ハ
ゥ

ス
三
棟
な
ど
が
建
設
さ
れ
昭
和

六
十
四
年
十
二
月
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
開
発
エ
リ
ア
は
、
湯
沢
町
側

が
大
部
分
で
す
が
、
中
里
村
側

に
も
リ
フ
ト
三
基
な
ど
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
ス
キ
ー
場
だ
け

で
な
く
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
利

用
で
き
る
施
設
の
整
備
も
検
討

さ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
中
里

村
と
し
て
は
近
く
に
あ
る
清
津

峡
へ
の
連
絡
な
ど
、
さ
ら
に
は
、

こ
の
開
発
に
よ
っ
て
「
中
里
村
」

の
P
R
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

凡㍗

た
ば
こ
は
村
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
買
い
ま
し
ょ
う

　
”
二
千
三
百
万
円
”
こ
の
数

字
は
昨
年
度
、
中
里
村
に
た
ば

こ
消
費
税
と
し
て
入
っ
た
税
金

で
す
。

　
例
え
ば
、
一
人
が
マ
イ
ル
ド

セ
ブ
ン
を
毎
日
一
箱
、
年
問
で

三
百
六
十
五
箱
買
っ
た
と
す
る

と
、
そ
の
税
金
は
一
箱
で
約
四

十
一
円
、
三
百
六
十
五
箱
で
は

約
一
万
五
千
円
も
の
税
金
が
村

に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
、
健
康
を
害
す
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
村

の
貴
重
な
財
源
の
一
部
と
し
て

多
く
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。　

是
非
た
ば
こ
は
村
内
で
買
う

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
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§
、

　
㌔

　
ハ

㌦触㌦～㌦い臥
…

～敏

（
　
…
…
，
堀
剥
尉
新
風
制
お
刻
漁
が
劉
名
ぶ
牽
劉
、
，
、

卿
　
　
　
　
り

　
　
　
　
…
三
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
も
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
皿
を
利
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
深

　
　
　
　
ド

　
　
キ
㎜
め
ま
し
た
．

そ
　
　
　
…
　
ま
ず
、
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
新
座
市
で
ホ
ー
ム

9
し
　
　
…
ス
テ
イ
し
た
の
を
初
め
に
、
新
座
市
立
第
四
中
学
校

　
、
つ
　
　
…
吹
奏
楽
部
と
少
年
野
球
チ
ー
ム
大
和
田
タ
イ
ガ
ー
ス

　
ヤ
σ
　
…
の
子
ど
も
た
ち
が
続
い
て
来
村
し
、
都
会
と
田
舎
で

　
　
　
　
…
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

「ス

ボ
ー
ッ
離
で
ホ
ム
ス
テ
ィ

　
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
少
年
野
球
ニ
チ
ー
ム
の
一
行

二
十
六
人
が
、
八
月
二
十
三
日

二
十
四
日
の
二
日
間
新
座
市
を

訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
よ

会大泳村内

　
第
十
二
回
村
内
小
学
校
親
善

水
泳
大
会
が
八
月
十
一
日
、
田

沢
小
学
校
プ
ー
ル
で
開
か
れ
、

三
十
六
種
目
に
五
、
六
年
男
女

選
手
が
力
泳
。
こ
の
結
果
、
十

一
人
が
大
会
記
録
を
マ
1
ク
し

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
（
三
位
ま
で
、
順
位
◎

”
大
会
新
、
㈹
“
田
沢
小
、
㈲

腎
高
道
山
小
、
㈲
爬
清
津
峡
小

㈲
”
倉
俣
小
、
側
時
貝
野
小
）

《
五
〇
m
バ
タ
フ
ラ
イ
》

◆
五
年
男
子
”
①
吉
楽
高
夫
側

②
中
島
充
側
③
佐
藤
一
真
圃

◆
五
年
女
子
腔
①
樋
口
智
美
㈹

②
山
田
美
由
樹
㈲
③
関
寿
恵
個

◆
六
年
男
子
閥
①
斉
喜
真
琴
㈲

②
鈴
木
均
㈲
③
桑
原
亨
個

◆
六
年
女
子
”
①
南
雲
紀
和
子

側
②
渡
辺
繭
子
㈹
③
高
橋
仁
美

㈲
《
五
〇
m
自
由
型
V

◆
五
年
男
子
”
①
清
水
保
志
倒

る
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
行
は
午
前
九
時
三
十
分
に

出
発
し
、
新
座
の
子
ど
も
た
ち

が
待
っ
て
い
る
市
体
育
館
へ
向

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
交
換
会
を

や
っ
た
後
、
早
速
、
剣
道
の
練

習
試
合
で
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
夕
方
に
は
、
東
京
ド
ー
ム

に
行
き
プ
ロ
野
球
の
観
戦
を
楽

し
み
、
夜
は
新
座
の
子
ど
も
た

ち
十
二
人
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
し
　
都
会
で
の
一
夜
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
最
初
緊
張

し
た
け
ど
親
切
に
し
て
く
れ
楽ゴールめざしスタート

②
羽
鳥
直
樹
側
③
南
雲
祐
介
側

◆
五
年
女
子
”
①
富
井
裕
子
㈲

②
樋
口
美
奈
㈹
③
鈴
木
美
香
㈲

◆
六
年
男
子
”
①
樋
口
正
晴
冊

②
吉
楽
庄
治
㈹
③
藤
ノ
木
大
二

㈲◆
六
年
女
子
門
①
南
雲
紀
和
子

側
②
南
雲
千
佳
㈹
③
吉
楽
た
か

よ
側

《
五
〇
m
平
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
”
①
服
部
到
㈹

②
吉
楽
健
太
側
③
藤
ノ
木
和
也

㈲◆
五
年
女
子
H
①
井
ノ
川
葉
子

㈹
②
関
寿
恵
倒
③
富
井
真
澄
㈲

◆
六
年
男
子
粁
①
桑
原
亨
㈹

②
富
井
和
行
㈲
③
鈴
木
隆
司
㈲

◆
六
年
女
子
博
①
南
雲
千
佳
㈹

②
南
雲
み
ど
り
側
③
俵
山
知
春

則
《
五
〇
m
背
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
睦
①
羽
鳥
直
樹
側

②
斉
喜
雅
俊
㈲
③
鈴
木
学
㈲

◆
五
年
女
子
“
①
樋
口
智
美
価

し
か
っ
た
」
「
ま
た
行
き
た
い
」

と
次
の
交
流
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。

迫力満点！吹奏楽の競演「『

　　　新座市第四中×中里中

　
八
月
二
十
五
日
二
十
六
日
の

二
日
間
、
新
座
市
立
第
四
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
五
十
五
人

と
中
村
新
座
市
教
育
長
さ
ん
を

初
め
、
引
率
者
六
人
が
当
村
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
同
志
で
音
楽
を
通
じ

交
流
を
深
め
よ
う
と
来
村
し
た

も
の
で
今
回
が
初
め
て
で
す
。

②
樋
口
美
奈
佃
③
熊
倉
美
奈
子

㈲◆
六
年
男
子
開
①
南
雲
龍
倒

②
桑
原
享
也
㈲
③
瀬
切
肇
行
㈹

◆
六
年
女
子
”
①
大
口
友
美
㈲

②
村
山
恵
美
㈲
③
山
田
信
代
㈲

《
一
〇
〇
m
自
由
型
》

◆
五
年
男
子
“
①
清
水
併
志
価

②
羽
鳥
直
樹
側
③
山
田
貢
㈲

◆
五
年
女
子
擁
①
樋
口
美
奈
㈹

②
富
井
涼
子
㈹
③
富
井
真
澄
㈲

◆
六
年
男
子
闘
①
吉
楽
圧
司
㈹

②
南
雲
龍
個
③
大
口
光
彦
㈱

◆
六
年
女
子
”
①
南
雲
紀
和
子

側
②
南
雲
み
ど
り
側
③
村
山
恵

美
㈲《

一
〇
〇
m
平
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
”
①
鈴
木
大
剛
㈲

②
桑
原
啓
吾
佃
③
吉
楽
高
夫
側

◆
五
年
女
子
”
①
井
ノ
川
葉
子

㈹
②
関
寿
恵
㈹
③
山
田
美
由
樹

㈲◆
六
年
男
子
ー
①
樋
口
正
晴
倒

②
桑
原
亨
㈹
③
樋
口
浩
二
㈹

◆
六
年
女
子
”
①
渡
辺
繭
子
㈹

②
村
山
明
子
側
③
俵
山
知
春
側

《
一
〇
〇
m
背
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
ー
①
服
部
到
㈹

②
中
島
充
側
③
鈴
木
学
㈲

◆
五
年
女
子
羽
①
富
井
涼
子
倒

②
高
橋
和
歌
子
側
③
熊
倉
美
奈

子
㈲

◆
六
年
男
子
討
①
南
雲
龍
㈹

②
井
ノ
川
誠
個
③
瀬
切
肇
行
田

◆
六
年
女
子
“
①
大
口
友
美
㈲

②
山
岸
淑
嗣
江
側
③
鈴
木
孝
子

素晴しい演奏を披露した新座市立第四
中学校（上）と中里中学校㈲

　
一
行
は
、
午
後
一
時
過
ぎ
に

中
里
中
学
校
に
到
着
。
体
育
館

で
待
ち
受
け
る
全
校
生
徒
と
合

流
し
ま
し
た
。
第
四
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
は
、
八
年
前
か
ら
う

ー
チ
ン
グ
活
動
を
始
め
一
昨
年
、

昨
年
と
二
年
連
続
で
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。
東
京
で

の
パ
レ
ー
ド
も
数
多
く
や
っ
て

㈲
《
一
〇
〇
m
個
人
メ
ド
レ
ー
》

◆
五
年
男
子
“
◎
服
部
到
㈹

②
吉
楽
高
夫
側
③
中
島
充
側

◆
五
年
女
子
”
◎
樋
口
智
美
㈹

②
鈴
木
美
香
㈲
③
井
ノ
川
葉
子

曲

い
ま
す
。

　
そ
の
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん

が
早
速
マ
ー
チ
ン
グ
を
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
全
員
が
同
じ
衣

装
で
行
進
を
や
り
な
が
ら
、
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
迫

力
の
あ
る
演
奏
に
、
会
場
に
詰

め
掛
け
た
村
民
五
十
人
も
、
う

っ
と
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
中
里
中
学
校
の
演
奏

の
番
で
す
。
こ
ち
ら
も
負
け
て

は
い
ま
せ
ん
。
八
月
の
県
大
会

で
三
年
連
続
金
賞
に
な
っ
た
吹

奏
楽
部
で
す
。
惜
し
く
も
僅
少

差
で
今
年
は
関
東
大
会
へ
出
場

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

時
演
奏
し
た
曲
に
新
座
市
の
み

な
さ
ん
は
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

溢
熱、

嚥

任
せ
て
下
さ
い

　
　
　
　
消
防
団
員
に

　
　
　
中
里
村
消
防
演
習

　
恒
例
の
中
里
村
消
防
演
習
が

九
月
四
日
、
消
防
団
員
三
百
七

人
が
参
集
し
、
田
沢
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
人
員
、
姿
勢
、
服
装

の
点
検
や
機
械
器
具
の
点
検
を

し
た
後
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
ポ
ン
プ
操
法
が
行

鰐錘

　
お
互
い
各
県
を
代
表
す
る
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
、
素
晴
し
い

交
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
予
定
し
て
い
た
総

合
セ
ン
タ
ー
前
で
の
パ
レ
ー
ド

が
雨
で
や
む
を
得
ず
中
止
と
な

り
残
念
で
し
た
。

　
翌
日
は
、
七
川
で
魚
と
り
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

『　
　
　
　
昨
年
の
雪
辱
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
の
交
流
試
合

　
「
今
年
は
絶
体
負
け
な
い
ぞ
」

と
新
座
市
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

大
和
田
タ
イ
ガ
ー
ス
が
、
八
月

二
十
九
日
、
当
村
を
訪
れ
倉
俣

グ
ラ
ン
ド
で
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ァ
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
と
交
流
試
合
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ー
ム
の
対
戦
は
、
昨

年
に
続
い
て
二
回
目
で
、
結
果

は
新
座
市
チ
ー
ム
が
勝
ち
対
戦

成
績
を
一
勝
一
敗
と
し
ま
し
た
。

　
野
球
で
汗
を
流
し
た
後
、
倉

俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

◆
六
年
男
子
“
①
樋
口
正
晴
倒

②
桑
原
享
也
㈲
③
水
野
晶
㈲

◆
六
年
女
子
”
①
村
山
明
子
側

②
渡
辺
繭
子
㈹
③
南
雲
み
ど
り

則
《
男
子
二
〇
〇
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
》

◎
田
沢
小
②
倉
俣
小
③
貝
野
小

ぜ

…
…
㎜
㎜
…
…
㎜
・
渓
て

わ
れ
、
団
員
の
キ
ビ
キ
ビ
と
し

た
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
の
仮
想
演
習
は
本

番
さ
な
が
ら
の
訓
練
で
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
想
定
し

た
出
火
場
所
に
駆
け
付
け
、
実

際
に
放
水
。
最
後
に
行
わ
れ
た

分
列
行
進
で
は
、
紺
の
制
服
に

身
を
包
ん
だ
団
員
の
一
糸
乱
れ

ぬ
行
進
に
、
沿
道
の
人
た
ち
は

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
頼
り
に
し
て
ま
す
消
防
団

の
み
な
さ
ん
」

ぜ鞠

頼りにしてますよ

父
兄
が
用
意
し
た
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
囲
み
な
が
ら
顔
な
じ
み

の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
互
い
話

し
に
ふ
け
っ
て
い
ま
し
た
。
・

《
男
子
二
〇
〇
m
リ
レ
ー
》

①
田
沢
小
②
倉
俣
小
③
清
津
峡

トノ
《
女
子
二
〇
〇
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
》

①
田
沢
小
②
貝
野
小
③
倉
俣
小

《
女
子
二
〇
〇
m
リ
レ
ー
》

①
貝
野
小
②
田
沢
小
③
倉
俣
小

火
の
用
心
は

　
　
ぽ
く
ら
の
手
で

　
　
　
　
高
道
山
小
学
校

　
高
道
山
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
は
、
各
集
落
で
火
の
用
心
を

三
十
年
間
も
続
け
て
や
っ
て
い
・

ま
す
。
毎
日
夕
方
に
な
る
と
子

ど
も
た
ち
は
集
ま
り
、
　
「
火
の

用
心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
」

と
拍
子
木
を
打
ぢ
な
が
ら
村
中

を
回
り
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

認
め
ら
れ
消
防
演
習
の
席
上
、

火
災
予
防
運
動
協
力
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
た
め
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

これからも頑張ります
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へ
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　　　　　⑪

田沢小学校　4年生

石沢久美子さん甲

　うんどう会でわたしが、おうえ

んだんになっておうえんしている

ところです。

　暑い中でいっしょうけんめいが

んばりました。

野よ熊嚢譲（1，1鳥）⑪

　さやかはとってもおしゃれなん

だよ。1日に何回も服を着がえる

の。ビンクの服が一番好きなんだ。

　それから歌が大好き。光ゲンジ

のマネをしながら歌うんだ。お田

さんは今のまま健康で元気に育っ

てほしいって言ってるよ。

帰
省
客
で
大
に
ぎ
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

約
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
は
一
人
二
千
円

で
飲
み
放
題
、
食
べ
放
題
と
い
う
も
の
。

生
づ
ン
ド
の
演
奏
や
、
途
中
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
な
ど
も
あ
り
、
夏
の
夜
の
ひ
と
時

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
三
時
間
で
百
五
十
牌
の
ビ

ー
ル
が
飲
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ夏はや

当時をしのび

　　善光寺街道を歩く

自然の中でおいしいソーメンに舌鼓

　
八
月
二
十
七
日
、
村
内
に
残
る
善
光

寺
街
道
を
歩
い
て
み
よ
う
と
、
二
十
六
人

が
参
加
し
芋
沢
か
ら
荒
屋
ま
で
の
約
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
三
時
間
か
け
歩
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
明
治
十
九
年
ま
で

旅
人
が
行
き
交
っ
た
道
を
歩
き
、
途
中

滝
ノ
渡
の
茶
屋
跡
、
ド
ブ
ラ
川
の
だ
ん

な
様
（
田
沢
の
庄
屋
）
屋
敷
跡
な
ど
を

見
な
が
ら
、
当
時
の
様
子
を
し
の
ん
で

い
ま
し
た
。

旧跡を訪ねる参加者

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
祭
り
が
お
盆

の
十
五
日
行
わ
れ
、
帰
省
客
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
み
の
、
か
さ
を
着
け
て
ウ
ナ
ギ
の
つ

か
み
ど
り
、
紙
飛
行
機
投
げ
、
輪
投
げ

ソ
ー
メ
ン
の
早
食
い
と
駆
け
足
で
回
る

フ
ー
ド
．
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
リ
ー
や
模
型

飛
行
機
づ
く
り
、
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
ど

り
大
会
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
盛
り
だ

く
さ
ん
の
催
し
に
、
帰
省
客
は
ふ
る
さ

と
で
の
夏
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
四
百
円
で
食
べ
放
題
の

ソ
ー
メ
ン
流
し
に
人
気
が
集
中
。
ゆ
で

る
の
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
で
「
都
会

で
は
味
わ
え
な
い
よ
。
最
高
に
う
ま
い
」

と
い
い
な
が
ら
、
ソ
ー
メ
ン
を
ほ
お
張

っ
て
い
ま
し
た
。

暑
さ
を
吹
き
と
ば
せ

　
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
・
イ
ン
・
ナ
カ
サ
ト

　
八
月
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
前
で
ハ

ピ
ネ
ス
ソ
フ
ィ
ア
の
企
画
し
た
「
ビ
ヤ

ガ
ー
デ
ン
・
イ
ン
・
中
里
」
が
開
か
れ
、

　
お
盆
の
一
日

　
　
　
　
野
球
で
汗
流
す

　
お
盆
の
十
五
日
、
村
民
野
球
大
会
が

猛
暑
の
中
、
三
会
場
に
分
か
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
村
民
、
倉
俣
、
中
里

中
の
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
野
球
の
好

き
な
帰
省
客
な
ど
で
結
成
し
た
八
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー

を
続
出
さ
せ
お
盆
の
一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。
結
果
は
優
勝
倉
俣
チ
ー
ム
、
二

位
貝
野
チ
ー
ム
、
三
位
宮
中
チ
ー
ム
、

如
来
寺
チ
ー
ム
で
し
た
。

打球はいずこへ

シルクロード人間の旅

ゴ
謄

山　崎

上原　幸次郎さん

　障害者と健常者、この条件の違う人

間同志が厳しくて過酷な道シルクロー

ドで、お互いがどれだけ思いやり、助

け合い行動できるだろうか　　　。

　このテーマを追求する「シルクロー

ド人間の旅」が去る5月21目から1カ

月間、中国西北地区を中心に行われ、

聴覚障害者のわたしも参加してきたの

でレポートする。今回の旅は、身障者

の仲間の勧めで参加を決意したものの、

その仲間が病気で参加できなくなり、

心細い目々が続いた。

　しかし、妻や職場の理解、仲間の支

援を得て、橦れの大地へと旅立つこと

ができた。一行は、全国の障害者24人

とボランティア、医師、看護婦ら総勢

82人で大阪空港から北京空港へ向った。

　到着後、マイクロバスで北京市街に

行き、わたしを含む代表者9人は北京

市人民政府と北京中日友好協会を表敬

訪問。中国側から熱烈な歓迎を受ける。

　翌目の、北京身障者招待晩さん会で

は円卓を囲み中国の身障者と初対面。

悪戦苦闘しながら手話と漢字を使い意

志を通じ合った。23目、いよいよ今回・

の目的シルクロード最初の地ウルムチ

ヘと向った。

　　　　　　　わたしの

纏諜懸
　　　　　　　　CP　』γし
　　　　　二し’昼しご　¶・二’

　　　　　　．『．麟、

伽）④と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芋
瀬

　
　
　
　
　
　
よ
　
な
ば
る

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町

　
青
い
海
、
青
い
空
、
白
い
砂

浜
で
知
ら
れ
る
沖
縄
が
わ
た
し

の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　
那
覇
市
に
近
い
人
口
一
万
三

千
人
強
の
町
で
、
一
年
中
暖
か

く
こ
ち
ら
と
は
随
分
違
い
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
は
ソ
ー
キ
そ
ば

と
い
う
お
そ
ば
が
と
っ
て
も
お

い
し
く
、
肉
が
安
い
所
で
す
。

懸．国
中　
　
　
　
　
　
蒋
部

　
こ
の
度
、
第
十
次
新
潟
県
農

業
者
友
好
訪
中
団
の
一
員
と
し

て
、
北
京
市
、
黒
龍
江
省
、
上

海
市
等
の
中
国
農
業
を
見
聞
す

る
機
会
を
得
、
有
意
義
で
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
中
国
の
農
業
は
今
、
目
覚
ま

し
い
変
革
と
発
展
を
遂
げ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
す
べ

て
共
同
生
産
方
式
か
ら
、
家
族

を
主
体
と
し
た
生
産
責
任
制
に

移
行
し
、
生
産
物
の
う
ち
一
定

量
を
国
や
郷
（
か
つ
て
の
人
民

公
社
）
に
納
め
れ
ば
、
残
り
は

す
べ
て
自
分
の
も
の
と
な
り
、

自
由
に
販
売
で
き
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
民
の
意
欲

や
競
争
心
が
高
揚
し
、
技
術
、

機
械
の
進
展
と
相
ま
っ
て
生
産

量
、
所
得
も
大
幅
に
伸
ぴ
た
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
都
市
近
郊
の
農
家
の
所

得
の
伸
ぴ
は
大
き
く
、
生
活
も

一
般
勤
労
者
よ
り
豊
か
と
言
え

ま
す
。
又
、
日
本
の
試
験
場
に

あ
た
る
農
業
科
学
院
や
、
そ
菜

　
町
全
体
が
東
と
西
に
分
れ
て

の
大
綱
引
き
は
有
名
で
、
子
ど

も
の
頃
は
、
毎
年
参
加
す
る
の

が
楽
し
み
で
し
た
。

　
こ
ち
ら
に
嫁
い
で
一
番
驚
い

た
の
は
零
で
す
。
わ
た
し
の
頭

に
描
い
て
い
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
に
、
沢
山

降
り
積
る
雪
は
好
き
に
な
れ
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
、
沖
縄
に
は
毎
年
台

風
が
い
く
つ
も
上
陸
し
、
家
屋

の
被
害
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
雪
は
、
堀
り
さ
え
す
れ

ば
家
屋
が
守
れ
る
の
で
心
配
は

な
い
で
す
ね
。

　
今
年
、
五
年
ぷ
り
に
実
家
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
遠

い
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
思
い
出
が
沢
山
残

っ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
な
わ
、
よ
い
と
こ
、

一
度
は
め
ん
そ
れ
ー
」

研
究
所
等
の
研
究
機
関
の
施
設

も
充
実
さ
れ
、
農
業
技
術
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
歩
郊
外
に
出
る

と
馬
車
で
野
菜
を
運
ぷ
姿
も
多

く
見
ら
れ
、
わ
た
し
ど
も
の
子

供
の
時
の
風
景
が
思
い
出
さ
れ

て
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
様
に
中
国
の
農
業
は
日

本
に
比
較
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ

遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
が
、
確
実
に
且
つ
急
速

に
発
展
し
て
き
て
い
る
の
が
実

情
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
農
業
以
外
で
は
、
子
供
達
の

英
才
教
育
の
現
場
を
見
、
中
国

の
人
材
育
成
に
掛
け
る
意
気
込

み
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
し
、
故

宮
、
万
里
の
長
城
等
の
歴
史
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
又
、
中
国
の
人
々
の
素
朴
で

暖
か
い
人
間
性
に
も
団
員
一
同

感
激
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
度
の
訪
中
に
あ

た
り
、
関
係
機
関
、
並
ぴ
に
多

く
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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　樋ロ真弓さん
　　　　　（朴木沢・21歳）

ン脅癖i

　今年の6月からホンオーハシ

津南店で店員をしています。性

格は明るいのが取柄で、たまに

高校生と間違われたりし年相応

に見られないのが少し悩みです。

今やってみたいことは、横浜ま

で自分の車で行くことと1週間

位かけて北溜道旅行をすること

です。理想の男性は外見はクー一

ルな感じだけど実はやさしいと

いう人。俳優の三上博史みたい

な人です。村への要望は、個人

でも気軽に利用できるスポーツ

施設がほしいです。

講
演
会
が
あ
り
ま
す

み
な
さ
ん
お
い
で
下
さ
い

●
と
　
き
　
九
月
十
九
θ
㈲

　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
～

ロ
と
こ
ろ
　
村
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
家
庭
教
育
に
つ
い
て

臨
．
講
　
師
　
前
十
日
町
小
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
桑
原
昭
三
氏

　
詳
し
い
こ
と
は
村
公
民
館
へ

　ナイスふ～ど新潟’89

　（食と緑の博覧会）発売券発売中

　「食は新潟、豊かな緑」をテーマに

新潟県をはじめとする10団体の主催に

より、「ナイスふ～ど新潟’89（食と緑

の博覧会）」が来年7月14日から9月

3日まで新潟産業センター周辺地（新
潟市鐘木）で開催されます。

　この博覧会の前売券を只今発売して

います。前売券の購入者には、抽選に

よりグアム旅行等の賞品が当ります。

とくに1次発売期間中（7月15日～11

月25日）に発売された前売券は、抽選

の機会が2回となります。ぜひご購入

ください。前売券は役場総務課にあり
ます。

■価格

大人1，500円高校生1，000円
小・中学生　500円　幼児（3鰐上）200円

ふるさと再発見運動に

　　　　ご協力を〃
　県では、観光資源を幅広くとらえ、

地域の個性、特色の再発見、再評価に

より「ふるさと自慢」を選定し、県内

外に広くアピールすることを目的とむ

てふるさと再発見運動を実施します。

　観光客におすすめの中里村の観光自

慢（建造物、文化財、自然景観、見学

可能な産業、祭り、人物等）を推薦し

てください。

■推薦方法

役場開発課にある推薦用紙に記入し

提出してください。

■提出期日　9月20日（幻

　※推薦していただいた方々に抽選で

　テレホンカードをプレゼントします。

　わがむらわがまち自慢の

　　　逸品まつりのご案内

　近年、「村おこし」　「一村一品運動」

と名付けられた地域活性化のための特

産品づくりが全国的に活発化しており、

新潟県においても市町村、商工団体、

農協等が様々な取組みを行っています。

　それらの活動を支援し、新しい特産

品の販路開拓を図るため、県主催で「わ

がむらわがまち自慢の逸品まつり」が

開催されます。

　県内各地域の市町村からバラエティー

に富んだ特産品が展示即売されるほか、

特産品の手づくり実演、特産品プレゼ

ント、県下のミス大集合など楽しいイ

ベントが盛り沢山に予定されています。

　中里村からは、小山製作所、清津峡

焼七ツ窯、魚沼農産、清松製麺所、山

田屋酒店が出店いたします。

■会期　9月21日㈱～9月26日（月）

■会場　新潟市　大和新潟店

住宅統計調査にご協力を

　10月1日に、全国一斉に住宅統計調
査が実施されます。この調査は「住宅

の国勢調査」ともいわれる大規模な調

査で、私たちの生活の基盤である住宅

の状況を明らかにするとともに、国や

県、市の住宅建設計画、都市計画、環

境整備計画などの立案のための資料と

して広く利用されます。

　調査対象となる世帯は、全国で約370

万世帯、村内では約110世帯が調査の対

象となります。

　調査の対象となった世帯には、9月

下旬頃から、調査員が調査票を配布に

訪問しますので、ご協力をお願いしま
す。

　なお、調査票に記入された事柄は、

統計を作るだけに使うもので、そのほ

かには一切使用しません。

撫欝齢轟
　　　　¢昭和63年住宅続罰翼査

◎
歯
科
診
療
所
の
診
療
時
問
が
変
わ
り
ま
し
た
。

清津峡の渓谷内歩道は

　　　　通行止め中です

　清津峡漢谷内歩道は、先般の落石事

故により現在通行止めにし、落石、地

質調査をしています。

　その結果により、落石防止事業を行

いますので、今シーズンの通行止め解

除は無理ですが、清津峡温泉地までは

従来どおり通行可能です。

テニスでさわやかな汗を！

　清田山自然運動公園には、全天候型

テニスコートが4面あります。素晴ら

しい河岸段丘を眺めながら、テニスで

さわやかな汗を流しませんか。ラケッ

トの貸し出しも行っていますので、初

心者の人も気軽においで下さい。11月

初旬まで営業しています。●

■利用料金

工　事　名 場　所 工事費 秦者 発了予定a

　　轡村道高道山山手線取良 高道山 　万円1，050 高幸建設㈱ 11月9日

葎沢地区道路災害復旧 葎沢 220 ㈲宗家土建 9月17日

林道小出田代線改良 小出 1，040 大村建設㈱ 11月29日

林道阿寺線開設 阿寺 375 石光建設 11月9日

村道重地小出線現道舗装 小出 1，250 福田道路㈱ 11月13日

田沢小学校駐車場整備 上山 515 ㈲広田木材 10月19日

作業道外通越線開設 宮中 2，345 石光建設 12月8日

作業遵有倉線開設 阿寺 1，710 〃 11月28日

農、道災害復旧 角間 140 高幸建設㈱ 10月29日

農道災害復旧 角間 355 〃 〃

’昭和64年度学生募集

　～新潟県農業大学挾～

（月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
九
時
～
午
後
五
時

土
曜
日
　
　
　
　
午
前
九
時
～
正
午

ただ今

工事中

漆講難　蕪縣 樵
簾考庭

蕉蔵 糞

ス
ポ
ー
ツ
施
設

テニスコート
1時間
半日
1　日

1，000円

3，000円

5，000円
1面に付

バレーポールコート 1時間 500円
テニスラケット 1　回 100円
テニスボール 1　個 実　費 持ち帰り

運動広場 無　料

■学科

総合農業科、蚕業科、園芸科、畜産科

層修業年限　2年

■出願資格

高等学校卒業者（昭和64年3月卒業

見込みを含む）又はこれと同等以上

の学力があると認められる人で、お

　おむね25歳以下の人

■願書受付

推薦入校昭和63年11月19日～12月2日

一般入校昭和64年1月9日～1月30日

■試験日

推薦入校　昭和63年12月13日

一般入校　昭和64年2月9日
■試験会場

推薦、一般とも、新潟県農業大学校

詳しくは役場農業委員会へ。

善意をありがとう
■香典返し

小原　樋口培夫さん

倉俣　斉喜宗一郎さん

倉俣　桑原精一さん

30，000円

50，000円

20，000円

ちっちゃな秋みつけだ熊蘇繊康ムイ，ク～

苗場山麓に広がる美しい小松原湿原

は、苗場登山のコースの一つとして山

を愛する人たちに親しまれています。

　この小松原の紅葉が一番美しい時期

にハイキングをしませんか。

　なお、高山植物の観察も行います。

臼と　き

ろ
費
員
先

こ
　
　
込

と
会
定
申

O
　
■
　
■
　
■

9月25日（日）

8時30分　中里村役場前発

小松原湿原

大人1，000円小学生500円

30人

役場開発課
　9月20日（火）

壽灘う一夢
文　乃　（樋口　　勝〉　桂

　卓　　（樋口　　進）朴木沢

拓　美　（服部　清隆）東田沢

絵里香　（鈴木　峰松）重　地

実可子　（羽鳥　正平）本屋敷

　
　
出
山
内
市

藍
、
－
晶

　
　
イ
通
堀
十

■
隆
子
享

　
こく

矧
愛
壽
範

が
わ
本
口
島
野

な
あ

え
し
山
樋
中
中

す
お
｛
｛

総．．一轡

今月の納税と振替日

（振替日）

9月30日

9月30日

9月26日

9月26日

9月26日

●
休
診
日

※工事費100万円以上の建設工事です。　（％～％入札分）

■固定資産税　　（3期分）

■国民健康保険税（9月分）

■国民年金保険料（9月分）

■保育料　　　（9月分）

■水道料　　　（3期分）

日
曜
日
、
祝
日

■申込〆切

ろ
で
、
み
な
さ
ん

ハ
夜
の
月
を
見
て
、

よ
り
も
月
が
丸
い

気
が
す
る
」
と
感
。

と
は
あ
り
ま
せ
ん

う
な
の
で
す
。

ソ
な
わ
ち
満
月
は
、

り
、
十
六
日
だ
っ

す
。
十
五
夜
が
満
㎝

い
の
で
す
か
ら
』

の
で
嚢
よ

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
酬

、
月
を
楽
し
む
ム

ン
グ
も
捨
て
た
も
．

せ
ん
。

中
中
山
山
地
倉
屋

　
　
り

宮
宮
通
上
重
土
荒
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出
ス
　
ダ

ス
日
マ
培
サ
　
仁

田
坂
原
高
木
田
谷

山
保
上
古
鈴
山
杉

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
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騨
　
　
　
　
　
　
o
J
8
迎
8
n
じ
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飼

齢
爵
働
鎌
騨

　
　
「
い
ざ
よ
い
」
と
読
み
ま
す
。
　
　
十
七
夜
は
「
立
申

　
文
字
ど
お
り
十
六
日
の
夜
の
こ
　
　
日
は
座
っ
て
待
ハ

と
で
す
が
、
ふ
つ
う
は
、
そ
の
夜
　
　
で
、
「
居
待
ち
」
・

　
の
月
を
い
い
ま
す
。
特
に
、
中
秋
　
　
む
か
し
、
月
待
’

　
の
名
月
の
翌
日
の
月
の
こ
と
で
、
　
　
行
事
が
あ
り
ま
，

今
年
は
九
月
二
十
六
日
に
な
り
ま
す
。
　
月
の
出
を
待
っ
イ

　
　
い
ざ
よ
い
と
は
、
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
。

　
　
で
は
、
ど
の
く
ら
い
遅
　
　
　
　
　
　
　
　
「
望
」
す

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
東
京
の
今
　
　
十
五
日
だ
っ
た
h

τ
の
場
合
、
月
の
出
竺
＋
吾
　
た
り
す
る
の
三

が
午
後
五
時
十
一
分
、
二
十
六
日
　
　
月
と
は
限
ら
な
h

創
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
し
ろ
い
も
（

　
　
　
　
碗
・
な
藤
’
醒
難
麟

　
　
　
　
融
薦
　
鶴
難

く
な
つ
劇
盟

の
あ
と
も
だ
ん
だ

刻
が
遅
れ
ま
す
。

ち
待
ち
」
、
＋
八
旧

D
難
隷
惚

ち
と
い
う
風
流
」

し
た
。
集
ま
っ
て

て
飲
食
を
楽
し
む

i雛瓢購勲鞭礁
「気をつけて』

　朝の一言忘れずに

　9月11日から20臼までは高齢者

交通安全旬間、また、21目から30

日までの10目間は秋の全国交通安

全運動が実施されます。正しい交

通ルールと交通マナーを守り事故

を起さないよう事故に会わないよ

うにしましょう。

●飲酒運転検挙者数10人

●無免許運転違反

●事故発生件数

4人

7件

●死亡事故ゼロ　　265日

（8月末累計）
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